
大分県高齢者福祉課地域包括ケア推進班

令和７年度かかりつけ医認知症専門研修

大分県の認知症施策と
大分オレンジドクターの役割について
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国・県の動向について
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日本医療研究開発機構 認知症研究開発事業「健康長寿社会の実現を目指した大規模コホート研究
福岡県久山町、石川県中島町、愛媛県中山町における認知症有病率調査結果
研究代表者 二宮教授提供データより作図

認知症を取り巻く状況

厚生労働省資料



（出典）認知症及び軽度認知障害の有病率調査並びに将来推計に関する研究
（令和5年度老人保健事業推進費等補助金老人保健健康増進等事業 九州大学二宮教授）

認知症の人の将来推計

認知症を取り巻く状況
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• 認知症高齢者数は令和2年(2020)にはおよそ64〜67千人、令和12年(2030)にはおよそ77〜86千人になると推計される。
• 令和７年(2025)以降、65歳以上人口は減少しはじめるが、認知症高齢者数については増加し続けるものと推計される。

・認知症高齢者数は、国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口」及び 「日本における認知症の高齢者人口の将来推計に関する研究」（平成２６年度厚生労働科学研究費補助金特別研究事業）に基づき推計

※認知症の有病率と有意な
関連にある糖尿病患者の増
加を考慮した推計
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認知症高齢者の将来推計

65歳以上人口 ①

認知症高齢者数 ②’

（有病率が上昇する場合）

認知症高齢者数 ②

（有病率が一定の場合）

構成割合（②／①）

（有病率が一定の場合）
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（有病率が上昇する場合）

令和32年
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平成27年
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34135336036937737435265歳以上人口 ①
74757777726455認知症高齢者数 ②

各年齢の認知症有病率が一定の場合
21.8%21.1%21.4%20.8%19.0%17.2%15.7%構成割合（②／①）

95919186786756認知症高齢者数 ②ʼ
各年齢の認知症有病率が上昇する場合

27.8%25.8%25.4%23.2%20.6%18.0%16.0%構成割合（②ʼ／①）

おおいた高齢者いきいきプラン第９期

認知症高齢者数
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（出典）粟田主一「認知症と社会をめぐる歴史的変遷」2024.01.01 週刊医学界新聞第3547号

認知症に関連する社会政策の変遷
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共生社会の実現を推進するための認知症基本法について
厚生労働省資料
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共生社会の実現を推進するための認知症基本法について
厚生労働省資料
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認知症施策推進基本計画
厚生労働省資料
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「新しい認知症観」

共生社会の現実を推進するための認知症基本法

これまでのイメージ 新しくシフト！

認知症になったら何もできなくなるのではなく、
認知症になってからも、一人ひとりが個人としてできることややりたいことがあり、

住み慣れた地域で仲間などとつながりながら、
希望をもって自分らしく暮らし続けることができるという考え方

・何もわからなくなる
・自分の思いが伝えられない
・誰にも相談できない
・社会から孤立する
・一人ぼっちになってしまう
・知られたくない

等

・できることがある
・やりたいことがつづけられる
・認知症になってからも、
自分らしく暮らすことができる

・地域とつながりつづけられる
・当事者同士で話す場がある
・他人事ではなく自分事！

等
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認知症は誰もがなりうるものであり、多くの人にとって身近なものとなっている中、認知症の方の意思が尊重され、
認知症の方とそのご家族が住み慣れた地域でよりよく、また、自分らしく生活を送ることができるよう、認知症に関
する県民への正しい理解の普及や認知症を早期に発見し状況に応じた適切なケアが行える体制整備、地域で見守り
支える体制づくりなどに取り組む。

大分県認知症情報サイトおれんじ
イメージキャラクター「キボウクン」

• 「おおいた認知症情報サイトおれんじ」を
通じた情報発信

• 世界アルツハイマーデー等の機会を捉えた
普及啓発イベントの開催

• 「大分県認知症希望大使」の活動推進

• 認知症ピアサポーターの養成・活動推進

• 本人ミーティングの普及推進
• 大分オレンジカンパニーの登録推進

等

• 通いの場の活動充実

• 地域における認知機能低下を抑制
する取組の推進

• 認知症の方の意思決定支援の推進

• 「認知症ケアパス」の活用推進

• 「認知症情報連携ツール」の作成推進

等

◎早期発見・早期対応のための体制整備

• 大分県認知症疾患医療センターを基点と
した関係機関の有機的な連携推進

• 認知症地域支援推進員を中心とした医療
専門職（大分オレンジドクター等）、介護・
福祉関係者の有機的な連携推進

• 本人の視点に立ったアセスメントなど、
医療・介護従事者の対応力向上の促進

• 認知症初期集中支援チームの取組強化

◎認知症の人の家族等への支援

• 認知症カフェの充実

• 若い世代の介護者（ダブルケアラー・ヤン
グケアラー）同士のネットワーク構築支援

等

（１）理解の増進と地域づくりの推進 （２）社会参加支援 （３）サービス提供体制の整備

（４）相談支援体制の整備

• 若年性認知症支援コーディネーターを
中心とした若年性認知症の人を支える
地域のネットワーク体制の整備

• ｢若年性認知症支援者向けガイドブック｣
の活用推進

• 企業等への普及啓発・理解促進

• 障がい者就業・生活支援センターなど、
福祉的就労の支援者との連携

等

（５）認知症への備え、研究等の推進

• SOSネットワーク（認知症による行方
不明高齢者等の発生時に早期発見で
きる関係機関の連携体制）の強化

• 認知症サポーター、認知症キャラバ
ン・メイトの養成

• 「チームオレンジ」の構築推進
等
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大分オレンジドクター
について
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【概要】
認知症に関して気軽に相談でき、より早い段階から適切な

医療と介護のサービスを提供できる体制（早期発見・早期対
応）をより一層推進するため、大分オレンジドクター（もの忘
れ・認知症相談医）登録制度を設けています。

【取組開始】 平成２５年１月２８日

【名称の由来】
認知症の普及啓発のシンボルカラーはオレンジです。
オレンジ色が、認知症の人やその家族への応援カラーとして

定着していることから、「もの忘れ・認知症相談医」の呼称を
「大分オレンジドクター」としました。

大分オレンジドクター（もの忘れ・認知症相談医）
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大分オレンジドクターの役割
① 認知症患者及び家族の支援

・認知症に関する相談に応じる。
・診察時に認知症の疑いを感じたら専門医療機関への受診を促す。
・専門医療機関への受診後も日常診療で本人や家族に寄り添う。

② 認知症の医療及びケアに関する正しい知識の普及
・市町村が行う普及啓発へ協力する。
（例： 通年：院内にリーフレット等を設置する。

９月認知症月間：市町村の普及啓発イベントに参画する。）

③ 地域における認知症患者及び家族の支援体制
への協力
・市町村、地域包括支援センター、認知症地域支援推進員、
初期集中支援チーム、介護支援専門員及び介護関係機関・
施設等と連携する。



登録者数市町村登録者数市町村
９名杵築市１７４名大分市
３２名宇佐市５９名別府市
１５名豊後大野市３３名中津市
１３名由布市１７名日田市
１６名国東市２０名佐伯市
２名姫島村１３名臼杵市
８名日出町９名津久見市
３名九重町９名竹田市
６名玖珠町１０名豊後高田市

４４９名合 計

（令和７年９月末現在）

大分オレンジドクター 市町村別登録状況
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認知症サポート医の機能・役割

専門医
の機能

かかりつけ医
の機能

専門医
の機能

・鑑別診断

・若年性認知症の診断

・急激な症状の進行や

重篤な身体合併症の
対応 等

・日常の医学管理

・早期発見・早期対応

・本人・家族支援

・多職種連携 等

1） 認知症の人の医療・介護に関わる かかりつけ医や介護専門職

に対するサポート

2） 地域包括支援センターを中心とした多職種の連携作り

3） かかりつけ医認知症対応力向上研修の講師や住民等への啓発

地域における 「連携の推進役」を期待されている

機能・役割

認知症
サポート医

認知症サポート医について

※認知症サポート医となるには、国立長寿医療研究センターの「認知症サポート医養成
研修」の受講が必要 16



登録者数市町村登録者数市町村

３名杵築市２６名大分市

３名宇佐市１４名別府市

３名豊後大野市８名中津市

６名由布市５名日田市

１名国東市７名佐伯市

１名姫島村４名臼杵市

２名日出町４名津久見市

０名九重町３名竹田市

２名玖珠町２名豊後高田市

９３名合 計

（令和７年３月末現在）

認知症サポート医 市町村別登録状況
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【認知症疾患医療センターとは】

・地域での認知症医療提供体制の拠点（H20年度創設）

・国が定めた設置基準を満たし、県が指定した医療機関のこと

① 鑑別診断とそれに基づく初期対応
② 認知症の行動・心理症状と身体合併症への急性期対応
③ 専門医療相談

専門的医療機能

① 認知症疾患医療センター地域連携会議の設置及び運営
② 研修会の開催

地域連携拠点機能

① 診断後等の認知症の人や家族に対する相談支援
② 当事者等によるピア活動や交流会の開催

診断後等支援機能

アルツハイマー病の抗アミロイドβ抗体薬に係る治療を行うに際し、認知症の人や
家族からの当該治療についての相談対応・支援、地域の医療機関からの相談対応、
また、地域の医療機関等と連携し、アルツハイマー病の抗ア ミロイドβ抗体薬に係
る治療の適応外である者への支援 等

アルツハイマー病の
抗アミロイドβ抗体薬に
係る治療・相談支援等機能

当該都道府県及び指定都市の実情に応じ、基幹型が存在する場合には当該基幹型を
中心として、基幹型が存在しない場合には地域型及び連携型が連携すること等によ
り、都道府県認知症疾患医療連携協議会の設置及び運営、事業の取組に関する評価
等の実施、センター事業に携わる職員の研修等の推進を支援するものとする。

事業の着実な実施に
向けた取組の推進

【事業内容】 認知症施策等総合支援事業について（通知） 令和6年3月19日付

大分県認知症疾患医療センターの役割
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H25.8月～
千嶋病院

H25.8月～
加藤病院

H29.10月～
河野脳神経外科病院

H26.9月～
上野公園病院

H26.9月～
長門記念病院

H26.9月～
向井病院

姫島村

国東市

宇佐市

玖珠町

大分市

別府市

日田市

中津市

九重町
由布市

豊後大野市 津久見市

佐伯市

竹田市
臼杵市

日出町

杵築市

豊後高田市

東部

中部

北部

西部

南部

豊肥

【大分県認知症疾患医療センター一覧】

令和７年４月１日現在

住所（電話）法人（医療機関名）医療圏住所（電話）法人（医療機関名）医療圏

佐伯市鶴岡町1丁目11番59号社会医療法人長門莫記念会
（長門記念病院）

南部
別府市大字南立石２４１-１５医療法人慈愛会

（向井病院）
東部

（0972-22-5833）（0977-23-2200）

竹田市大字竹田1855番地医療法人雄仁会
（加藤病院）

豊肥
大分市大字丹生1747番地医療法人社団淵野会

（緑ヶ丘保養園）

中部

（0974-63-2263）（097-593-3888）

日田市大字高瀬字篠原2226の1医療法人百花会
（上野公園病院）

西部
大分市森町字花ノ木通511-1医療法人久真会

（河野脳神経外科病院） （0973-23-6603）（097-521-5111）

豊後高田市呉崎738番地1医療法人積善会
（千嶋病院）

北部
臼杵市大字末広938番地医療法人末広

（白川病院） （0978-22-3125）（0972-63-1701）

H21.7月～
緑ヶ丘保養園

H29.10月～
白川病院
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大分県認知症疾患医療センター設置状況



認知症専門医認知症
サポート医

認知症疾患医療センター

• 脳神経外科
• 神経内科
• 精神科
• 老年科

かかりつけ
歯科医

かかりつけ医
（大分オレンジドクター）

医療従事者による普及啓発・合同研修会

日常診療と健康管理
適切な対応とつなぎ

認知症サポート医との連携

服薬指導
薬物療法の適正化

口腔状態の管理

かかりつけ医
との連携

かかりつけ
薬剤師
・薬局

病院・診療所の医療従事者

認知症医療連携イメージ
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大分オレンジドクターの
登録について
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大分オレンジドクターの登録について

本研修終了後、大分県ホームページ（おおい
た認知症情報サイトおれんじ）に名簿を公表
することへの同意をもって、大分オレンジド
クターに登録したことになります。

公表内容（名簿記載内容）

氏名・医療機関名・所在地・電話番号等
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おおいた認知症情報サイトおれんじ

県内のオレンジドクターをこのサイトで探せるようになっています！
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【登録プレート】

登録後は、登録プレートをお渡ししますので、受付や
待合室等の院内のよく見える場所に掲示してください。 24



大分オレンジドクターの更新について

登録有効期間は５年間です。
次回更新までに県医師会が承認した認知症に関
する研修会に参加し、１２単位取得する必要があ
ります。

【研修会単位の例】
〇認知症地域医療介護連携に関する会議及び研修会
・県および県医師会主催のもの ・・・・・・・・・・・・５単位
・認知症疾患医療センター主催のもの ・・・・・・・５単位
・認知症サポート医主催のもの ・・・・・・・・・・・・・５単位
・県内市町村または保健所（部）主催のもの ・・５単位

〇県および県医師会等が主催する上記以外の認知症関連研修会
・・・３単位

〇県医師会が承認した地域で開催される認知症に関する研修会
・・・２単位

25



地域資源について
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【配置先】
○ 地域包括支援センター
○ 市町村本庁
○ 認知症疾患医療センター など

※関係機関等と連携し、以下の事業の企画・
調整を行う

●認知症疾患医療センターの専門医等による
病院・施設等における処遇困難事例の検討
及び個別支援

●介護保険施設等の相談員による、在宅で
生活する認知症の人や家族に対する効果的
な介護方法などの専門的な相談支援

●「認知症カフェ」等の開設
●認知症ライフサポート研修など認知症多職種
協働研修の実施 等

認知症対応力向上の
ための支援

●認知症の人が認知症の容態に応じて
必要な医療や介護等のサービスを
受けられるよう関係機関との連携体制
の構築

●市町村等との協力による、認知症
ケアパス（状態に応じた適切な医療
や介護サービス等の提供の流れ）の
作成・普及 等

医療・介護等の支援
ネットワーク構築

●認知症の人や家族等への相談
支援

●「認知症初期集中支援チーム」
との連携等による必要なサービス
が認知症の人や家族に提供され
るための調整

相談支援・
支援体制構築

市町村 協働

【推進員の要件】
① 認知症の医療や介護の専門的知識及び経験
を有する医師、保健師、看護師、作業療法士、
歯科衛生士、精神保健福祉士、社会福祉士、
介護福祉士

② ①以外で認知症の医療や介護の専門的知識
及び経験を有すると市町村が認めた者認知症地域支援推進員

認知症地域支援推進員

27



令和7年10月1日現在令和７年度 大分県内認知症地域支援推進員一覧

FAXTEL職種設置先設置市町村No

097-5９７-１９９１0８０-２６５８-１６６３看護師
医療法人社団 親和会 衛藤病院

大分市

1

1
097-597-6231097-597-0093PSW・社会福祉士2

097-543-0776097-529-7644社会福祉士
医療法人 明和会 佐藤病院

3

同上同上看護師4

0977-26-66200977-26-6070介護福祉士

別府市社会福祉協議会別府市

5

2 同上同上看護師6

同上同上社会福祉士7

0979-23-79210979-62-9000社会福祉士中津市地域包括支援センターいずみの園
中津市

8
3

0979-27-88780979-27-8870社会福祉士中津市地域包括支援センター社協9

0973-26-30870973-26-0036社会福祉士日田市西部地域包括支援センター日田市104

0972-23-16610972-23-1622保健師佐伯市高齢者福祉課
佐伯市

11
5

同上同上看護師佐伯市高齢者福祉課12

0972-63-62650972-63-6250主任介護支援専門員
臼杵市地域包括支援センター臼杵市

13
6

同上同上保健師14

0972-82-50030972-82-4124介護支援専門員
津久見市地域包括支援センター社協津久見市

15
7

同上同上栄養士16

0974-63-10500974-64-0310社会福祉士

竹田市地域包括支援センター竹田市

17

8 同上同上言語聴覚士18

同上同上栄養士19

0978-53-61300978-23-4370看護師豊後高田市地域包括支援センター豊後高田市209

0978-68-81160978-68-8282看護師杵築市地域包括支援センター杵築市2110

0978-33-09700978-33-0725看護師宇佐市社会福祉協議会宇佐市2211

0974-22-76660974-22-0505社会福祉士
豊後大野市地域包括支援センター豊後大野市

23
12

同上同上社会福祉士24

097-582-0108097-582-0106保健師

由布市地域包括支援センター由布市

25

13 同上同上看護師26

同上同上保健師27

0978-72-51710978-72-5184社会福祉士国東市地域包括支援センター国東市2814

0978-73-70000978-87-3223社会福祉士姫島地域包括支援センター姫島村2915

0977-72-79150977-73-3115看護師日出町地域包括支援センター日出町3016

0973-76-38350973-76-3863介護支援専門員
九重町地域包括支援センター九重町

31
17

同上同上看護師32

0973-72-56200973-72-7154看護師
玖珠町地域包括支援センター玖珠町

33
18

同上同上介護福祉士34

認知症地域支援推進員
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【概要】

認知症施策推進大綱において、認知症の人やその家族が地域の良い環境で自分らしく暮らし続けるため、

「認知症希望大使」を創設すること等により本人からの発信の機会を増やし、認知症に関する普及啓発に

取り組むこととされている。大分県においても令和２年度に認知症本人大使「大分県希望大使」を創設。

佐藤 彰さん

下田 哲也さん

令和６年９月２５日に委嘱式を行い、「大分県希望大使」として６名を委嘱しました

土屋 成子さん

佐藤知事

戸上 守さん

上村 親一さん

藤川 郁雄さん

認知症本人大使「大分県希望大使」
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戸上守（とうえまもる）さん
豊後大野市在住 ６４歳

・38年間、地方公務員の仕事をして
いたが56歳くらいからもの忘れの症状と体調不良により退職。
現在は、大分市のデイサービスに通っている。また、週に1回デ

イサービスの運営会社が立ち上げた事業所で運輸関係の仕事
にも就いている。令和6年1月には九州では初となる国の希望大
使に任命された。

・認知症への社会の理解を深め、認知症があってもなくても同じ
社会の一員として地域をともに作っていきたいという気持ちを
持っている。

上村 親一（うえむらしんいち）さん
大分市在住 ７５歳

・神戸市出身で、定年までは銀行員として
働いていた。

・数年前からもの忘れの症状が出てきて、認知症の診断を受けた。
現在は大分市のデイサービスに通い、毎月開催される本人ミー
ティングでは司会者を務めている。

・「地域を元気づけたい」「認知症の人も住みやすい地域にした
い」という気持ちを持っている。

佐藤彰（さとうあきら）さん
大分市在住 ７５歳

・数年前からもの忘れが多くなり、生活
する中でたびたび落ち込む姿を見て、娘がデイサービスを探し、
「もう一度気持ちを切り替えて頑張ったら」と背中を押してくれた
ことがきっかけで、デイサービスに通いながら、自宅で一人暮ら
しを続けている。

・現在はデイサービスで仲間と畑仕事に精力的に取り組みなが
ら、「自分が元気になれた経験をたくさんの人に話して元気に
なってほしい」という気持ちを持って活動している。

下田哲也（しもだてつや）さん
日田市在住 ６０歳

・28年間マレーシアで仕事をしていたが、

仕事でのミスが増えたことをきっかけに上司から受診を促され、現
地の医療機関で認知症の診断を受けた。
・診断後も東南アジアなどで2年間就労を続けたのち、帰国。現在
は生まれ育った日田市で母と弟家族の近くで暮らしている。

・ピアサポート活動や県内での講演活動で、自分の体験を通して、
認知症への理解と備えを伝えている。

＊年齢は令和7年4月1日現在
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土屋 成子（つちやしげこ）さん
日田市在住 ８１歳

・出身は京都府で、長い間和歌山県に
住んでいたが、数年前からもの忘れが増え、従姉妹の住んでい
る大分県に引っ越した。

・現在はデイサービスや認知症カフェに通っており、趣味である
書道や社交ダンス等をしながら楽しい日々を送っている。

・これまで多くの人に支えられ、助けていただいたため、「認知症
になっても自分のできることを活かしながら誰かの役に立ちた
い」という気持ちを持っている。

藤川 郁雄（ふじかわいくお）さん
大分市在住 ６１歳

・定年退職後、認知症の診断を受け、
妻に紹介されて大分市のデイサービスに通うことになった。

・３８年間高校で農業の教員をしていた経験を活かし、デイサービ
スでは農作業に励んだり、散歩をしたりと充実した毎日を送ってい
る。
・「認知症の方を元気づけたい」という思いを持って活動している。
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認知症ピアサポーターとして活動する大分県希望大使のおふたり

コーディネーターと

同じ診断を受けた仲間を元気にしたい
「楽しいばかりじゃなくて、なんで私たちこうなったのって。最終的にはそう思うけどね。」

私もそういう思いをちょっとしたことがあって、認知症だから･･･
みんな一緒なんだなと思いました。私も、頑張っていかなくちゃいけないんだなって思ってます。
でも、ついつい色んな事を思い出して、なんで私だけこんな、とか、色んなことを思ってきましたけど、
こうやって皆さんが頑張っているのをみると、私も頑張らなくちゃって言い聞かせながら、
今まで頑張ってきました。
でも、みんなのおかげで頑張る気持ちにもなってきたし、身体も。
なでしこで山歩いたり、体操したり、みんなでご飯食べたり、救われてます。
ありがたいなって、みんな一緒なんだ、って思いながら、頑張っていきます。
泣いてばかりいたら、何もできない。だから前向きに、なんでも頑張っていこうと思ってます。

本人同士だから
・できる
・分かる
・話せる

ことがあります

認知症ピアサポート活動（個別支援）
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本人交流会や
オレンジカフェ、
地域のサロンで

たくさんの人たちと交流

【参加者の感想】

• 話しを聞きながら、私の友で認知症を患っていることを思っていました。退職して２～３年後発病したように
思います。私がそのときどのような対応をしたのだろうか、彼女をやさしく見守ったであろうかとずっと考え
ていました。希望大使の考えを前向きに、彼女と食事に行こうと思います。

• 主人が認知症になり、昨年亡くなりました。今日のお話を聞き、もう少し早く出会うことが出来たらと残念で
なりません。症状は全く元気ではありませんでしたが、なにか相談してみたかったです。

• お話をお聞きし、今まで自分の考えていた偏ったことは本当にひっくり返りました。近所に認知症のおじい
ちゃん・おばあちゃんがいます。何かあればお役に立ちたいと思います。戸上さんのように活動出来たら、た
とえ認知症になっても普通の人と同じ幸せに人生を送りたいです。

認知症ピアサポート活動（交流会）
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委託先：医療法人明和会 佐藤病院 （大分市桜ヶ丘７番６７号）

◆電話相談 10：00～15：00
（火・水・木・金）

◆来所相談
予約制、出張相談も行います

◆対象者 本人・家族・医療、福祉関係者

ＴＥＬ：097-529-7588
メールアドレス：jakunen.oita@gmail.com

相
談

障害者職業
センター

医療機関

企業

障害者生
活支援セン

ター

障害・介護
サービス

地域包括
支援セン

ター

法テラス

行政機関

就労・経済的な支援

・職場復帰・職場定着にあたっての支援
・障害年金の窓口案内、申請方法の助言

福祉サービスによる支援

健康・医療に関する支援

権利擁護に関する支援

・障害福祉、介護サービスの利用
案内

・認知症疾患医療センターとの調製

・認知症初期集中支援チームとの
調整

・成年後見制度の利用案内
・法テラスの紹介

・職場復帰の訓練
・日常生活の支援
・財産の管理
・医療面の不安

若年性認知症コーディネーター
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認知症カフェ市町村

２９大 分 市1

９別 府 市2

１２中 津 市3

４日 田 市4

２佐 伯 市5

４臼 杵 市6

１津 久 見 市7

７竹 田 市8

３豊 後 高 田 市9

４杵 築 市10

７宇 佐 市11

９豊 後 大 野 市12

７由 布 市13

３国 東 市14

－姫 島 村15

５日 出 町16

２九 重 町17

５玖 珠 町18

１１３計 R7.4月時点

認知症の人・家族と出会い、つながる場

オレンジカフェ
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「おおいた認知症情報サイトおれんじ」は、認知症
の基礎知識・当事者や支援者の方のインタビュー・
受診先・相談先などの認知症に関する情報を、まと
めて掲載しているサイトです。

認知症情報サイトおれんじ
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